
平
成
21
年

第
５
回
市
議
会（
臨
時
会
）

 

会
期
７
月
17
日

　

会
期
中
に
工
事
契
約
議
案
３
件
（
原
案

可
決
）
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

○ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
大

竹
小
学
校
改
築
工
事
（
建
築
主
体
工

事
））

請
負
金
額　

12
億
３
千
１
６
５
万
円

請
負
者　

 

三
井
住
友
建
設
株
式
会
社
広

島
支
店 

株
式
会
社
鴻
治
組 

株
式
会
社
三
洋
技
建

○ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
大

竹
小
学
校
改
築
工
事
（
電
気
設
備
工

事
））

請
負
金
額　

１
億
３
千
３
４
５
万
５
千
円

請
負
者　

 

三
菱
レ
イ
ヨ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
株
式
会
社
大
竹
事

業
所

○ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
大

竹
小
学
校
改
築
工
事
（
機
械
設
備
工

事
））

請
負
金
額　

１
億
４
千
４
９
０
万
円

請
負
者　

 

株
式
会
社
三
晃
空
調
中
国
支
店

※　

予
定
価
格
１
億
５
千
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
の
請
負
は
、
議
会
の
議

決
に
付
す
べ
き
契
約
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
工
事
契
約
議
案
３
件
に
つ
い

て
も
予
定
価
格
が
１
億
５
千
万
円
以
上

で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
の
議
決
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
３
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
質
疑
・
討
論
は
な
く

 
原
案
の
と
お
り
可
決

平
成
21
年

第
６
回
市
議
会（
定
例
会
）

 

会
期
９
月
２
日
〜
17
日

　

会
期
中
に
議
会
人
事
案
件
ほ
か
、
決
算

３
件（
認
定
）、補
正
予
算
案
３
件(

原
案
可

決)

、
人
事
案
件
３
件
（
原
案
同
意
）、
条

例
案
１
件
（
原
案
可
決
）、
請
願
１
件(

採

択)

、
決
議
案
１
件
（
原
案
可
決
）、
そ
の

他
２
件
の
議
案
の
審
議
を
し
ま
し
た
。

　

審
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
文
教
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

○ 

平
成
21
年
度
大
竹
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

 

１
億
７
千
１
４
４
万
円
増
額

　

ゆ
う
あ
い
の
里
空
調
設
備
改
修
工
事

が
、
再
編
交
付
金
３
６
１
万
１
千
円
と
一

般
財
源
５
千
６
３
８
万
９
千
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
多
額
の
一
般
財
源
を
投
入
す
る

な
ら
ば
当
初
予
算
で
す
る
べ
き
で
は
な

か
っ
た
の
か
。

　

当
初
、
再
編
交
付
金
は
大
竹
小
学
校

改
築
事
業
に
充
当
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、学
校
へ
の
補
助
金
が
増
え
た
た
め
、こ

の
改
修
工
事
へ
充
て
た
も
の
で
、
一
般
財

源
の
持
ち
出
し
と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
、
他
の
再
編
交
付
金
充
当
事

業
の
執
行
残
で
の
調
整
を
考
え
て
い
る
。

　
「
緊
急
雇
用
対
策
に
要
す
る
経
費
」で

の
雇
用
人
数
及
び
事
業
内
容
に
つ
い
て
問

う
。

　

雇
用
人
数
は
、
６
月
の
補
正
で
14

名
、
９
月
の
補
正
で
17
名
を
予
定
し
て
い

る
が
、
次
の
就
職
ま
で
の
つ
な
ぎ
で
あ
る

た
め
、
６
カ
月
程
度
の
短
期
雇
用
と
な
っ

て
い
る
。

　

９
月
補
正
の
事
業
内
容
は
、
学
校
安
全

確
保
及
び
教
育
環
境
整
備
推
進
事
業
、
小

学
校
栄
養
・
衛
生
指
導
推
進
事
業
、
市
営

墓
地
周
辺
雑
木
等
除
去
事
業
、
公
害
防
止

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
、
晴
海
臨
海
公
園
不
法

投
棄
等
対
策
事
業
、
閉
所
保
育
所
環
境
整

備
事
業
の
６
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
健
康
増
進
事
業
に
要
す
る
経
費
」の

が
ん
検
診
に
つ
い
て
問
う
。

　

該
当
者
は
、
大
竹
市
内
、
岩
国
市
内
、

廿
日
市
市
内
に
お
い
て
平
成
22
年
３
月
31

日
ま
で
、
受
診
が
で
き
る
。
広
島
市
で
の

受
診
は
現
時
点
で
は
で
き
な
い
が
、
大
竹

市
が
定
め
る
委
託
単
価
で
、
広
島
市
の
医

療
機
関
と
契
約
を
締
結
で
き
れ
ば
、
受
診

が
可
能
と
な
る
。

　

青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
太
鼓
購
入

補
助
金
の
流
れ
に
つ
い
て
問
う
。

　

宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
制
度
の

大竹小学校完成予想図

̶5̶ 市議会だより　2009.11



市 議 会 だ よ り

募
集
に
対
し
て
の
情
報
提
供
を
市
内
各
団

体
に
む
け
て
大
竹
市
が
行
い
、
青
少
年
育

成
市
民
会
議
が
申
請
を
し
た
。

　

当
該
補
助
金
は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
大
竹
市
を
経
由
し
て
団
体
に
交
付
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
産
科
医
確
保
支
援
事
業
負
担
金
」の

大
竹
市
の
負
担
割
合
の
算
出
方
法
、
ま
た

効
果
に
つ
い
て
問
う
。

　

負
担
金
の
目
的
は
、
広
島
西
二
次
保

健
医
療
圏
に
お
け
る
産
科
医
療
体
制
の
維

持
に
資
す
る
た
め
、
圏
内
の
中
核
病
院
と

し
て
産
科
医
療
を
担
う
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病

院
に
対
し
て
、
分
娩
を
取
り
扱
う
医
師
に

直
接
届
く
支
援
と
し
、
支
給
す
る
手
当
を

国
が
６
分
の
２
、
県
が
６
分
の
１
補
助
を

し
、
残
り
の
６
分
の
３
の
う
ち
、
６
分
の

１
分
を
分
娩
数
割
合
の
按
分
に
よ
り
廿
日

市
市
、
大
竹
市
が
補
助
す
る
。

　

効
果
に
関
し
て
は
、
分
娩
の
医
療
体
制

確
保
が
望
め
る
。

○ 

広
島
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

全
て
の
議
案
に
つ
い
て
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
２
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決

本会議へ

本
会
議
で
質
疑
・
討
論
は
な
く

 

原
案
の
と
お
り
可
決

生
活
環
境
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

○ 

大
竹
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

出
産
育
児
一
時
金
の
４
万
円
引
き
上

げ
部
分
の
財
源
の
手
当
と
そ
の
負
担
割
合

に
つ
い
て
問
う
。

　

財
源
は
、
現
在
、
当
初
予
算
が
あ
る

の
で
、
当
面
こ
れ
で
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、
増
額

と
な
る
４
万
円
部
分
の
２
分
の
１
を
国
庫

補
助
金
で
、
残
り
の
２
万
円
を
一
般
会
計

繰
入
金
で
３
分
の
２
、
保
険
料
負
担
部
分

で
３
分
の
１
を
賄
う
こ
と
に
な
る
。

委
員
会
で
の
討
論

賛
成

「
こ
の
制
度
は
、期
限
付
き
の
制
度
と
な
っ

て
い
る
が
、
問
題
は
継
続
す
る
こ
と
に
あ

る
。
市
独
自
で
も
、
制
度
の
維
持
、
保
障

が
で
き
る
よ
う
考
え
て
ほ
し
い
。」

○ 

平
成
21
年
度
大
竹
市
老
人
保
健
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○ 

平
成
21
年
度
大
竹
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

介
護
認
定
の
見
直
し
が
さ
れ
て
、
介

護
度
が
軽
度
に
判
定
さ
れ
生
活
に
負
担
が

大
き
く
な
っ
た
実
態
が
あ
る
。
加
入
者
の

便
宜
を
図
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
が
、
今
回
の
補
正
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
見
直
し
に
よ

る
介
護
度
の
状
況
を
数
字
で
示
し
て
ほ
し

い
。

　

今
回
の
補
正
に
、
認
定
の
変
更
等
に

よ
る
反
映
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　

国
の
調
査
で
は
、
非
該
当
が
増
え
軽
度

に
認
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
全
国
的

に
調
査
項
目
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
み
ら

れ
る
。
こ
の
是
正
を
す
る
た
め
、
10
月
に

調
査
項
目
の
改
正
が
あ
る
よ
う
に
聞
い
て

い
る
。

○ 

平
成
20
年
度
大
竹
市
水
道
事
業
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

○ 
平
成
20
年
度
大
竹
市
工
業
用
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

○ 

平
成
20
年
度
大
竹
市
公
共
下
水
道
事
業

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

監
査
委
員
の
意
見
書
で
問
題
視
さ
れ

て
い
る
工
業
用
水
道
事
業
の
原
価
割
れ
の

部
分
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ

見
解
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
工
業
用
水
道
事
業
の
赤
字
を
解

消
す
る
た
め
独
自
に
値
上
げ
等
で
き
な
い

の
か
考
え
方
を
問
う
。

　

監
査
委
員
と
し
て
は
、
採
算
が
取
れ

る
よ
う
な
単
価
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お

り
、
改
善
を
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
販
売
水
量
が
計
画
水
量
に
達
す
る
よ

う
販
売
努
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

１
期
と
２
期
を
統
合
し
て
、
新
た
な
形

に
整
理
す
れ
ば
第
１
期
工
業
用
水
道
の
料

金
を
、
企
業
と
の
話
し
合
い
で
変
え
ら
れ

な
い
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
竹
市
の
水
道
水
は
、
自
己
水
だ
け

で
配
水
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
供
給
単
価

の
高
い
県
用
水
を
受
水
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
協
議
す
る
な
ど
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。

　

最
大
２
万
ト
ン
の
給
水
を
す
る
こ
と

で
上
水
道
事
業
の
認
可
を
得
て
お
り
、
自

己
水
だ
け
で
は
こ
の
数
字
に
達
し
な
い
の

で
、県
用
水
を
受
水
し
て
い
る
。こ
れ
に
つ

い
て
は
県
と
も
協
議
を
し
て
お
り
、
３
年

に
１
回
水
量
の
見
直
し
を
す
る
中
で
、
20

年
度
は
５
千
９
５
０
ト
ン
ま
で
下
げ
て
も

ら
っ
て
い
る
。
19
年
度
と
比
較
し
て
使
用

料
は
１
千
３
０
０
万
円
減
少
し
て
い
る
。
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最
近
集
中
豪
雨
が
多
発
し
て
お
り
、

想
定
雨
量
を
超
え
冠
水
す
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
る
が
対
策
を
問
う
。

　

合
流
地
域
か
ら
の
汚
水
が
、
降
雨
に

よ
っ
て
一
度
に
集
中
し
て
流
入
す
る
こ
と

を
防
ぐ
た
め
滞
水
池
の
整
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
小
島
潮
遊
池
の
排
水
ポ
ン
プ

の
改
築
更
新
で
排
水
能
力
を
向
上
さ
せ
る

な
ど
、
浸
水
被
害
を
な
く
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
討
論

賛
成

「
工
業
用
水
に
対
し
て
監
査
委
員
の
要
望

の
実
現
と
新
町
地
区
の
早
期
の
雨
水
対
策

を
望
む
。」

採
決
の
結
果
６
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可

決
及
び
認
定

本会議へ

本
会
議
で
質
疑
・
討
論
は
な
く

 

原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定

平成20年度　水道事業会計の収支状況 （単位：千円）

平成20年度　工業用水道事業会計の収支状況 （単位：千円）

平成20年度　公共下水道事業会計の収支状況 （単位：千円）

収益的
収入

536,811

収益的
支出

489,527
水道料金
466,777

人件費
80,081

物件費
91,721

受水費
122,831

減価償却費
144,647

支払利息
22,282

その他
7,306

動力費
20,659

量水器使用料
16,919

その他営業収益
24,399

他会計補助金
3,829

その他
24,848

特別利益
39

収益的
収入

486,279

収益的
支出

524,977
水道料金
482,386

人件費
30,321

物件費
81,269

減価償却費
221,858

支払利息
162,437

その他
230

動力費
28,862

その他
3,893

収益的
収入

813,328

収益的
支出

774,801

下水道料金
517,011

人件費
68,800

物件費
226,137

減価償却費
242,285

支払利息
149,371

その他
38,579

動力費
49,629

一般会計
負担金
179,748

その他営業収益
51,992

営業外収益
63,699

特別利益
878

純利益（収益的収支）
47,284千円

純損失（収益的収支）
38,698千円

純利益（収益的収支）
38,527千円
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